


調査対象区間において、７箇所に車両ナンバープレート自動認識装置を設置し、通過する車両

の全てのナンバープレートを撮影した。撮影した結果を(財)自動車検査登録情報協会に照会し、

自動車登録情報データを入手し、各種解析を実施した。 

調査対象区間を走行する車両の使用の本拠地は、車種によって割合は異なるものの三重県が最

も多く、次いで愛知県となっている。 

エ 流入・流出箇所及び通過所要時間の解析 

ナンバープレート調査結果を用いて、調査対象区間を走行する車両の行動（滞在、通過、所要

時間など）の解析を行った。 

その結果、調査対象区間を走行するほとんどの車両は、当該区間に目的を持っている車両であ

った。 

カ 滞留（渋滞）長調査 

納屋測定局近傍の浜町交差点において、交通量調査（秋）と併せて滞留（渋滞）長調査を 24

時間（10分単位）実施した。 

その結果、国道 23 号では、6 時～19 時まで滞留が発生していたが、渋滞はほとんど発生して

いなかった。渋滞長は見られなかったが、滞留長が同時間帯は発生していたことから、旅行速度

が低く、NOx 排出量が増大する要因となったと考えられる。 

交差する国道 164 号には一部時間帯で滞留が見られたが、滞留長はほとんど見られなかった。 

キ NOx 濃度分布実測調査 

調査対象区間において、簡易測定方法（PTIO 法）を用いて、NO、NO2の日平均値を観測（夏、

秋の２回、各 5日間）した。 

この結果、国道 23号沿線の NO2濃度は、ほぼ全地点で納屋測定局の値より高い濃度となってお

り、測定局以外において、環境基準を超過していることが示唆された。 

（３）荷主企業アンケート調査 

自動車 NOx・PM 法の対策地域内及び隣接する市町の事業所に対して、配送・輸送などに係る状況

についてアンケート調査（発送数：1002 件、回答：410 件、回答率：42.5％=事業所に未着分を除

く）を実施した。 

この結果、事業所に出入りする物流事業者（カッコ内は便数）を把握している割合は、調達時が

57％（43％）、出荷時が 69％（53％）となっている。また、自動車 NOx・PM 法適合車の出入り便数

は、調達時が 10％、出荷時が 26％と、事業者数や便数の把握に対して 1/3 から 1/2 程度の把握状

況となっている。 

（４）自動車排出量の推計 

調査対象区間を含む三重県内対策地域の自動車からの平成 21 年度、平成 22 年度及び平成 27 年

度の NOx 排出量を推計（表 16.2）した。 

この結果をみると、調査対象区間が三重県対策地域に占める割合は約 25％となっている。また、

平成 27 年度は平成 21 年度に対して、調査対象区間は 20％削減、対策地域は 22％削減されると推

計された。 



表 16.2 年度別 NOx 排出量推計結果 

幹線道路（国道23号調査対象範囲） (t/年)

年度
軽

乗用車
乗用車 バス

軽
貨物車

小型
貨物車

貨客車
普通
貨物車

特種車 計

21 2.5 8.0 5.2 3.1 7.0 4.9 755.2 109.3 895.3

22 2.1 7.0 5.0 2.7 6.6 4.4 733.9 106.0 867.7

27 0.9 3.3 4.0 1.7 4.9 2.9 614.4 82.3 714.5  
合計（対策地域内計） (t/年)

年度
軽

乗用車
乗用車 バス

軽
貨物車

小型
貨物車

貨客車
普通
貨物車

特種車 計

21 39.5 103.4 114.1 59.5 86.5 47.9 3,070.7 454.0 3,975.5

22 31.6 82.5 103.3 52.8 82.3 40.6 2,966.8 424.5 3,784.3

27 15.1 40.8 76.5 35.2 64.8 23.9 2,521.6 314.4 3,092.2  

 

（５）広域シミュレーション 

平成 21 年度を基準年度として、NOx 年平均値を予測するシミュレーション・モデルを作成し、平

成 21年度の調査対象区間のメッシュ別濃度（20m メッシュ）、平成 27年度の測定局別濃度及び調査

対象区間のメッシュ別濃度を予測した。 

平成21年度においてNO2に係る環境基準を超過している納屋測定局のNO2日平均値の年間98％値

は、平成 21 年度が 71.5ppb に対し、平成 27年度（単純将来）は 63.2ppb と予測された。 

調査対象区間のメッシュ別濃度予測結果における環境基準を超過メッシュ数（計算対象メッシュ

数は 11,865、カッコ内は割合）は、平成 21 年度が 1,782 メッシュ（15.0％）、平成 27 年度が 606

メッシュ（5.1％）と予測された。 

 

（６）局地シミュレーション 

(5)の広域シミュレーションに加え、納屋測定局近傍においては、数値流体力学（CFD）モデルを

用いた局地シミュレーションを行った。同シミュレーションでは、建物における風の乱れや滞留が

考慮することができる。 

局地シミュレーションは、①NO2高濃度日、②環境基準値(60ppb)前後の日平均値、③納屋測定局

と反対側（東側）で NO2高濃度日、の３日間を選定して予測を行った。 

平成27年度（単純将来）の納屋測定局の予測結果（カッコ内は平成21年度実測値）は、①が65.5ppb

（70.6ppb）、②が 54.7ppb（60.5ppb）、③が 28.9ppb（29.1ppb）と予測され、NO2高濃度は平成 27

年度では、環境基準（60ppb）以下とはならないと予測された。 

 

（７）汚染対策手法の検討及び削減効果・評価 

調査対象区間において、大気環境改善を行うために各種大気汚染対策手法を検討し、ここでは、

実現性を考慮して、①荷主対策による流入車の新長期規制適合車への転換促進対策（車種規制非適

合車対象）、②荷主対策による流入車の新長期規制適合車への転換促進対策（車種規制非適合車、

三重県内長期規制以前の車対象）、③三重県内の新長期規制適合車への転換促進対策（車種規制非

適合車、長期規制以前の車対象）の３ケースについて、NOx 排出量の算定、濃度予測を行った。 

ア 広域シミュレーション 

対策ケース別の NOx 排出量算定結果を表 16.4、納屋測定局濃度予測結果を表 16.5、調査対象

地域のメッシュ別濃度における超過メッシュ数を表 16.6 に示す。 







（８）今後の課題 

中央環境審議会大気環境部会自動車排出ガス総合対策小委員会の「今後の自動車排出ガス総合対

策の在り方について（中間報告）」において総量削減基本方針に定める目標が以下のように示され

た。 

①測定局における環境基準の達成：平成 27年度までにできる限り図る。 

②対策地域全体の環境基準の確保：平成 32年度とする。 

 

三重県のおいても、今後は、測定局における環境基準の達成に加え、対策地域全体の環境基準の

確保する削減計画を策定する必要がある。 


